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マウリツィオ・カーゲル《Match-für drei Spieler》における知覚的統合 
Perceptual Integration in Mauricio Kagel’s “Match-für drei Spieler” 
 





















	 なお、現在までにMatch を扱った分析としては、クリスティアン・マーティン・シュミット（Christian 
Martin Schmidt）、エッカート・レルケ（Eckhard Roelcke）、それにモニカ・ティッベ（Monika Tibbe）
とマティアス・レブストック（Matthias Rebstock）の 4 人によるものが知られている。 

























	 第 1 章では、ミュージック・シアターの歴史的概観を行う。オペラにおける先駆的な試みについて触
れた後、第２次世界大戦以降のヨーロッパ音楽界の動向を俯瞰し、ミュージック・シアター誕生の背景
と、その黎明期である 1960 年代の作品について述べる。 
                                                   
1 Schmidt, Christian Martin "Mauricio Kagel: Match" in: Die Musik der 60er Jahre, Veröffentlichung des Instituts für 
2 Roelcke, Eckhard "Instrumentales Theater. Anmerkungen zu Mauricio Kagels Match und Sur Scène" in: 
Musiktheater im 20. Jahrhundert, Hamburger Jahrbuch für Musikwissenschaft, Vol. 10, （Laaber: Laaber Verlag, 
1988）, p.221. 
3 Tibbe, Monika. "Schwierigkeiten und Möglichkeiten der Analyse zeitgenössischer Musik, dargestellt an Match von 
Mauricio Kagel", Zeitschrift für Musiktheorie, No. 3 (1972), p.19 
4 Rebstock: Komposition zwischen Musik und Theater. Das instrumentale Theater von Mauricio Kagel zwischen 1959 und 1965, 




	 第 2 章では、カーゲルと演劇の関係について述べる。現代演劇においては 1950〜60 年にかけて「不
条理演劇」、それに続く 1970 年代からは「ポストドラマ演劇」などの活動があり、それらにはカーゲル
のミュージック・シアター作品との関連性を見出すことが出来る。ここではまず、本論文で分析の対象





	 第 3 章では、Match の分析を行う。演劇的要素を抽出し、ポストドラマ演劇の概念で意味付けした後、
音響的要素と重ね合わせ、両者を統合的に受容した際に浮かび上がる作品像を明らかにする。	  





















第 1 章	 ミュージック・シアターの歴史的概観 
 
1. 名称と定義 






にヴァルター・ギーゼラー（Walter Gieseler 1919-1999）7が、「音楽的演劇 Musicalisches Theater」、








	 ポール・グリフィスは、イーゴリ・ストラヴィンスキ （ーIgor Fyodorovitch Stravinsky 1882-1971）
の舞台音楽作品、《兵士の物語 L'Histoire du soldat》（1918）をミュージック・シアターの先駆的試み
                                                   
5 イギリス生まれの音楽評論家。ニューグローブ音楽事典の 20 世紀音楽部門の編集にたずさわる。弦楽四重奏曲の歴史的
展開を論じた大著や、電子音楽の入門書、20 世紀音楽辞典から現代作曲家論に至るまで、著書多数。 
6 ポール・グリフィス 『現代音楽 1945 年以後の前衛』石田一志, 佐藤みどり訳 音楽之友社, 1987 年, 288-317 頁。 
7 ドイツ生まれの作曲家、教育家。主要作品に、バレエ音楽《マスク》（1964）、2 群の合唱、打楽器、テープによるコ
ラージュ《ノットゥルノ》（1947）など。また、主要著書に『現代音楽小史』（音楽之友社, 1984）など。 














	 《兵士の物語 L'Histoire du soldat》は、第一次世界大戦（1914-1918）後の社会の疲弊と世界的な経
済的苦境によって、オペラのような大規模な作品作りが敬遠された時代に、少人数の巡業劇団クラスで
も演奏可能な作品として作曲された舞台作品である。そのためオーケストラは、弦楽器、木管楽器、金
管楽器のそれぞれ高低のパートを受け持つ 6 人と、打楽器 1 人の、計 7 人にまで絞られている。 
















	 第 2 次世界大戦（1939-1945）が始まると、国際的な情報交換は遮断され、同時にナチス・ドイツ政
権下におかれた国々ではあらゆる音楽に対する弾圧12が行われた。ストラヴィンスキーやシェーンベル
ク（Arnold Schönberg 1874-1951）など、多くの著名な音楽家がアメリカ合衆国へ亡命し、それまで順
                                                   
10 ポール・グリフィス『現代音楽小史―ドビュッシーからブーレーズまで―』石田一志訳 音楽之友社, 1984 年, 192 頁及
び 196 頁。また、グリフィス, 1987, 170 頁。 
11 グリフィスは『現代音楽小史―ドビュッシーからブーレーズまで―』196 頁で、「サウンド、テキスト、ジェスチャー
の統合」と述べている。 











会でオリヴィエ・メシアン（Olivier Messiaen 1908-1992）が発表した《音価と強度のモード Mode de 
valeurs et d'intensités》により、トータル・セリエリズムの可能性が示されると、メシアンの弟子であ
るピエール・ブーレーズ（Pierre Boulez 1952−）やルイジ・ノーノ（Luigi Nono1924-1990）など、多
くの作曲家たちが急速にセリー技法へと興味を移した14。また、それに先立つ 1948 年には、ピエール・
シェフェール（Pierre Schaeffer 1910-1995）が《鉄道のエチュード Etude aux chemins de fer》（1948）
でミュージック・コンクレートというジャンルを開拓し、電子音楽による作曲の可能性を大きく広げた15。
これを受けて、カールハインツ・シュトックハウゼン（Karlheinz Stockhausen 1928-2007）やヘルベ





と感じられたのではないかと指摘している16。実際に、1950 年から 1960 年にかけての主なオペラ創作
は、セリーから離反した作曲家や、最初からセリーに関わらなかった作曲家、すなわちベンジャミン・
ブリテン（Benjamin Britten 1913-1976）やパウル・デッサウ（Paul Dessau 1894-1979）、B.A.ツィ





                                                   
13 長木, 1993, 30 頁。 
14 グリフィス, 1987, 48-49 頁。 
15 グリフィス, 1987, 29-31 頁。 
16 長木, 1993, 140 頁。 
 11 
4. 1960 年代におけるミュージック・シアタ  ー
	 1950 年代の舞台音楽の分野は、未だオペラの伝統の中に留まり、新たな時代における様々な音楽的挑
戦から逆行しているかのように捉えられていた。しかし 1960 年代に入ると、ルイジ・ノーノ（Luigi Nono 





	 《不寛容−2 部からなる舞台付の筋	 Intolleranza (Handlung in 2 Teilen)》は、今日においてミュー
ジック・シアターの出発点としての評価を確立している。ルイジ・ノーノはこの作品に、詩人のベルト
ルト・ブレヒト（Bertolt Brecht 1898-1956）やポール・エリュアール（Paul Éluard 1895-1952）、ウ






	 1960 年には、アメリカの作曲家ジョン・ケージ（John Cage 1912-1992）も、新しい舞台音楽作品と





のファウストの鏡の戯れ Je de Miroirs de Votre Faust》（1967）でも、作品の運びの各段階で選択の可
能性があり、聴衆が投票や口頭で参加することが出来る18。ディータ ・ーシュネーベル（Dieter Schnebel 
1930-）は、演奏の際の“身振り”に注目し、その視覚性が身体的な共通感覚によって聴覚的・音楽的
情感を惹起する、という視点から「可視化音楽」を発想し、１人の指揮者のための《ノスタルジ  ー
                                                   
17 水野みか子「音楽と空間 4 ヴェネチア〜ノーノ〜カッチャーリ」ARCHITECT 2003 年 10 月号	 日本建築家協会東海
支部 
18 長木, 1993, 144 頁。 
 12 
Nostalgie》（1962）、《管弦楽のない協奏曲 Concert sans orchestre 》（1964）などを作曲した19。また、



























                                                   
19 長木, 1993, 145 頁。 
20 長木, 1993, 115 頁。 





















	 	 	 言葉、光、動きは、音、音色、テンポと同時に連節される。そこで問題なのは、上演形態の音楽 
	 	 化と演奏家相互の関係なのである。［……］非常に重要なのは、舞台上演に説得力を与えるために 
	 	 連続したストーリーを必要としないという事実だ。なぜなら、ストーリーの残留物でも、音楽的に 
	 	 完全なものが伝わり得るからだ。26 
 




23 Attinello, Paul "Kagel, Mauricio." THE NEW GROVE Dictionary of music and Musicians SECOND EDITION 
Vol.13（2001）309-312 頁。     













2. 1959 年から 1973 年までの主要なミュージック・シアター作品 




















                                                   
27 此処で用いる「シアター」とは、「音楽舞台作品」という意味である。 
 15 











   ・《情景で  Sur  scene》／（1959-‐‑‒60）  
	 	 楽譜は言葉のみで書かれている（譜例 1）。舞台には語り手、歌手、マイマー（無言で身体表現を行 
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（譜例１）	 《情景で Sur scene》／（1959-60） 
 
 
   ・《アナグラム  Anagrama》／（1960）  
	 	 4 人の独唱、語り調の合唱、室内アンサンブルによって演奏される（譜例 2）。ラテン語を中心に、 





























































































































































































・	 オルガンと⾳音栓操作⼈人のための《追加されたインプロヴィゼーション Improvisation  Ajoutee》
／（1961）  












































・光源と俳優のための⾊色彩劇《暗室  Camera  obscura》／（1965）  
	 	 通常は舞台上の１つの要素に過ぎない照明を、音楽的時間を構成する要素として用いている。聴衆 
  は光の与えるリズム、明るさの変化等の視覚的要素から、音楽的喜びをも感じさせられる。楽譜には 
  照明の種類や向き、明るさの変化や動きの方向が、映画撮影のためのコマ割りの下書きのような方法 
	 で記されている（譜例 3）。 
 
（譜例 3）光源と俳優のための色彩劇《暗室 Camera obscura》／（1965）  
 
  
   ・《5⼈人の⾜足どり  Pas  de  cinq》／（1965）  
	 楽譜にはA、B、C、D、E の 5 人の俳優が、舞台上の五角形をどのようなコースを辿って進むかが 
























































（譜例 4）《5 人の足どりPas de cinq》／（1965） 
 
     
・《天国のメカニック  Die  Himmelsmechanik》／（1965）  
	 	 《Camera obscura》と同様、本来音楽的な要素とは言えないフィルムによる映像やスライドによ 
  って、音楽的時間が構成される。自然の事象を表す太陽、月、雲、霧などの映像は、同時に行われる 
	 照明の明暗の操作によって、はっきりと、あるいはぼんやりと映し出される。幻影として示されるそ 
	 れらの映像に、現実性を与えるのは、風、雷、雨音等の音である。ゆらめく映像と音響のアンサンブ 
	 ルは楽譜によって細かく指示されている。楽譜も《Camera obscura》と同様、映画撮影の下書きの 
































































































































































































































（譜例 5）《天国のメカニックDie Himmelsmechanik》／（1965） 
 
 
・《ルネッサンス楽器のための⾳音楽  Kammermusik  fuer  Renaissance-‐‑‒Instrumente》／（1966）  
	 	 クルムホルン、ポンマー、ルネッサンストロンボーン、アルトリュート、ヴィオラ・ダ・ガンバ等 
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   ・5⼈人の奏者のための《⾳音響  Der  Schall》／（1968）  







  ・異異国と⺟母国の⿃鳥たちのための《複合⿃鳥類学  Ornithologica  multiplicata》／（1968）  






	 器楽奏者たちの⾳音楽としての《⾳音響学  Acustica》／（1968-‐‑‒70）  
	 	 演奏は、あらかじめ用意された音源のテープと、身近に存在する様々な生活用品、電子機器などを 
	 用い、5 人の奏者による即興で行われる。どの楽器を選択して音を鳴らすかは、カーゲルの指示が記 




	 られた様々な楽器、奏法と格闘することになり、その様が滑稽である。11. の《Der Schall》と 
	 同様、聴衆に楽器とは、演奏とは、音楽とは何か、と問いかける作品であると言えるだろう。 
 
   ・《国⽴立立劇場  Staatstheater》／（1970）  








   ・《2⼈人の⼈人間オーケストラ  Zwei-‐‑‒mann-‐‑‒Orchester》／（1973）  
	 	 舞台上には、あらゆる種類のパイプ、ガラガラ、太鼓、角笛、鏡、弦楽器や、鍵盤、オルガンのペ 
	 ダル、音栓、アコーディオンのボタンなどといった楽器の一部分、さらに鉄かぶとやワイヤブラシ、 













                                                   
29 長木, 1993, 147 頁 恩地元子氏による表現。 
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   ・《フォノフォニー   Phonophonie》／（1963/64）  










（譜例 6）《フォノフォニ  ー Phonophonie》／（1963/64） 
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 ・《3⼈人の奏者のための試合  Match  für  3  Spiele》／（1964）  










   ・2⼈人の俳優と電⼦子楽器のための《Tremens》／（1963-‐‑‒65）  
	 	 舞台は精神病院の個室として設定されている（図 1）。２人の俳優にはそれぞれ、精神病患者とその 
	 医者という役割が与えられる。患者が医者に強制的に音楽テープを聴かされている間、舞台上のカ  ー





（図 1）2 人の俳優と電子楽器のための《Tremens》／（1963-65）より、カーゲルによる舞台配置図 
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 不条理演劇とは、1950 年前後からパリを中心に発表された、サミュエル・ベケットやウジェ  ー
	 	 	 ヌ・イヨネスコ、ジャン・ジュネらによる演劇の総称である。近代自然主義演劇が依拠していた 
	 	 	 とされる合理性や論理的一貫性を排除し、言語への信頼に疑問を付し、人間の生の不毛性やそれ 
 26 




	 	 	 	 カミュやサルトルは人間存在の不条理や実存を描くのに論理的に構築された形式を用いたのに 
	 	 	 対し、不条理演劇の作家たちは合理性を放棄することによって形式と内容を一致させ、不条理そ 
	 	 	 のものを呈示しようとした。すなわち不条理演劇では、人生の意味や目的のみならず、言語その 
	 	 	 ものの価値切り下げが行われるほか、一貫したストーリーやプロットは排除され、登場人物のア 
	 	 	 イデンティティは崩壊しているか、曖昧なものとして示される。また、登場人物間で有機的な会 

















                                                   
31 佐和田敬司,藤井慎太郎,冬木ひろみ,丸木隆,八木斉子編『演劇学のキーワーズ』ぺりかん社, 2007, p.87 






	 	 	 	 ヨーロッパの演劇は実践においても理論においてもドラマ34に席巻されていたので、先述し 
	 	 	 たとおり、新しい発展を「ポストドラマ的」という概念によって過去のドラマ演劇と関連づけ 
	 	 	 ておく必要はあるだろう。その展開は演劇テクストの変化というよりも、演劇の表現方法の変 
	 	 	 容である。ポストドラマ演劇の形式では、上演に使われる（とすれば）テクストは身振りや視 
	 	 	 覚的要素などと同等に扱われ、それらの複合体の一構成要素と捉えられているからである。35 
 
	 	 また、レーマンは次のようにも述べている。 
 
	 	 	 	 ポストドラマ演劇への第一歩は、言語のかなたにある様々な演劇手段がテクストと同等になり、 
	 	 	 テクスト抜きでも統一的な体系をなすと考えられるようになって初めて、踏み出されるのだ。そ 
	 	 	 れゆえ新しい演劇は不条理演劇や叙事的演劇の「継続」としてではなく、断絶として説明される 
	 	 	 べきであろう。叙事的演劇も不条理演劇も手段こそ異なれ、虚構され創案されたテクストという 
	 	 	 宇宙の優位を示すことにこだわっているが、そのような状況はポストドラマ演劇にはもはや存在 












                                                   
34 ドラマ＝戯曲 
35 ハンス＝ティース・レーマン『ポストドラマ演劇』谷川美智子他訳 同学社, 2002 年, 59 頁。 
36 レーマン, 2002, 70 頁。 
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 舞台上で右と左に別れたチェリストが、互いに音による「マッチ（試合）」を行う。その際、 
	 	 開始はテニスのゲームとして考えられよう。なぜなら ff によるピッツィカート音が一方のチェ 
	 	 ロから他方へと「はずんで」「飛んでゆく」からだ。舞台の中央に位置する打楽器奏者は、大き 

























                                                   














	 上の表の通り、第 1 部で見られる演劇的要素は、80 小節中わずか 26 小節（32.5％）のみに留まる
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 まず、第 1 部において演劇的要素を含む 3 つの部分に注目し、各部に見られる演劇的要素を次の表に
示す（表 4）。 
 





1-1：曲の冒頭の 1〜6 小節間〈競技者としての身体／アインザッツ（1 回目）〉 
	 ここでは、演劇的要素は曲の冒頭 3 小節間と、その後の 6 小節目において明らかである。 
曲の冒頭、2 人のチェロ奏者は共にG 音をリムショット39で演奏するよう指示されている（譜例 8）。互


















































































































































2-3：B'（3 小節前）〜D'〈金属製のカップ／サイコロを振る／アインザッツ（4 回目、5 回目）〉 




られる。なお、2 つ目の演劇的要素であるサイコロを振る動作は 1-3 と同様、音を出すための演奏動作
であると共に「これは賭け事である」と観客に感じさせるための身振りであると言えるだろう。 















2-4：F'（2 小節後）〜J’（3 小節後）〈アインザッツ（6 回目、7 回目）／審判の退出動作〉 














	 この後、H’の 1 小節前から行われるのが曲中 7 回目のアインザッツである。これは、ベルの音によっ
て目覚めた（ように見かけ上は見える）２人のチェロ奏者から始められる。（譜例 21）。ここから行われ



















































る 11 回のアインザッツの変化を次の表に示す（表 7）。 
 
（表 7）7 回目のアインザッツの推移 
 


















	 	 この後、I’の 5 小節目から行われるのが「審判」の退出の身振りである（譜例 22）。ここで「審判」
はフレクサトーンを手に持っているが、この楽器にこれまで述べた楽器と同様、暗喩的な意味を与えら
, - . / 0 1 2 3 4 ,+ ,,
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 演劇は身体を表現すると同時に、身体を本質的な記号素材として持つ。［…….］にも関わら 
 40 
	 	 	 ず近現代以前においては、身体の実質的な現実性は原理的に付随的なものにとどまっていた 
	 	 	 ［……］ドラマ演劇において身体そのものはむしろ、いわば暗黙に伏せられたままだったのだ。 
























	 作品の進行中、舞台上の 3 人の身体には常にこの両者が同時に存在し、場面によってその存在感を強
めたり弱めたりすることになる。すなわち、「競技を行う身体」の存在感が強まる場面では、作品は当然、
                                                   









	 	 	 	 身振りは、行為に移行することで消耗しないような潜在力であり、それが行為においても潜在 


















	 	 	 	 場面の意味は舞台の物質的な条件にルーズにつながっている。プルーストはこの不随意の想起 
	 	 	 という魔法を、ある特定の知覚が同時に２つの次元で体験されることだと説明している。42 
                                                   
41 レーマン, 2002, 275 頁。 




	 	 	 	 非物質的に想起されたものに物質の感情によって引き起こされた「存在の理念」が付け加わる。	  











	 	 	 	 身体や身振り、声、素材として言葉をとらえ、言葉の表現機能を攻撃するのが、展示の原理で 
	 	 	 ある。言語の意味内容を表現する代わりに、音・単語・文・音の響きを舞台上に「据える」。そ 
	 	 	 こにおいては音・単語・文・音の響きは、「意味」を重んじるテクスト中心のドラマトゥルギ  ー
	 	 	 よりも、場面構成を念頭におく視覚的なドラマトゥルギーによって操られる。［・・・］暗示的 










                                                   
43 同上。 
44 レーマン, 2002, 197 頁。 
 43 
4. 演劇的要素と音響的要素の関係 











（譜例 8）。両チェロ奏者は共に G 音をリムショットで交互に奏するが、この音のやり取りが 4 分の 4
拍子の拍の頭で無機質に行われるのではなく、「ボールを打ち返すための動作準備」と感じられるような、
わずかな休符を挟みながら続けられることは注目に値する。これはこの作品の冒頭部分が 4 分の 4 拍子
で作曲されているにも関わらず、意図的に拍子感を感じさせないように企まれていることで、完全にコ
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    としての音響〉 
	 U の 2 小節前から始まる、「審判からのアインザッツ」に対する音響も、やはり「演劇的要素への反
乱」であると言えよう（譜例 14）。ここでは、打楽器奏者からチェロⅠに送られたアインザッツに対し、
チェロⅡが間違って入ってしまう。チェロⅡによって演奏されるのは、フラジオレットのトレモロであ















2-2：W（2 小節後）〜B'（3 小節前）〈音響的要素と演劇的要素の並列提示〉 




























2-4：F'（2 小節後）〜J’（3 小節後）〈演劇的要素への効果音としての音響〉 
	 6 回目のアインザッツにおける「審判」からのアインザッツの前後には、「審判」自身によって音響的








                                                   
45 レーマン, 2002, 310 頁。 
 47 




	 また、7 回目の「審判」からのアインザッツも 6 回目と同様に「審判」自身による音響的要素が加え
られている（譜例 21）。次の表に示す（表 10）。 
 






















































































































































































	 上の表と（表 8）を合わせて見ると、「演劇的要素への効果音としての音響」は、第 1 部では 1-3 にし
か現れないのに対し、第 2 部では 2-1、2-2、2-4、2-5 の 4 つの場面に現れる。これらの場面では「小道
具としての楽器」や「アインザッツの身振り」、「審判の退出動作」や「握手」などの演劇的要素の意味
を、音響によってより強く演出していると言える。また「音響的要素による演劇的要素への反乱」も、
第 1 部では 1-3 にしか現れないのに対し、第 2 部では 2-1 と 2-3 の 2 つの場面に現れる。ここでは「ア
インザッツの身振り」に対し音響が全く反応をみせなかったり、或いは身振りに対し間違った反応をす
る（例：2-1 で、チェロⅠへのアインザッツにチェロⅡが反応する）ことで、逆に演劇的効果を増して










































































































































	 	 	 われわれ人間は、同じ種類の感覚、たとえば視覚相互や味覚相互の間だけではなく、異なった種 
	 	 類の感覚、たとえば視覚と味覚の間でも、互いにそれらを比較したり識別したりすることができる。 
	 	 ［……］なにによってこのような識別ははなされるのだろうか。感じ分けることは判断以前のこと 
	 	 だから、識別は一種の感覚能力によると考えられるべきだろう。けれどもそれは、感覚能力として 
	 	 個別的なもの、視覚や味覚と同じレヴェルのものではなくて、異なった種類の諸感覚に相わたる同 









	 	 	 アリストテレスが［……］〈共通感覚〉と名付けたこの基本的な感受性は、人間と世界とを根源 
	 	 的に通路付け、われわれ人間にとって、そもそも〈世界〉といわれうるものを現前させる働きを持 
	 	 っている。そしてこの感受性が欠けるとき、〈世界〉は単なる〈感覚刺激の束〉としてただわれわれ 
	 	 の感覚表面に突きささってくるカオスにすぎなくなる。われわれの方からそれを積極的に〈世界〉 
	 	 として構成することがどうしてもできなくなる。すでにアリストテレスは〈共通感覚〉を〈構想の 
	 	 能力〉と見なしたが、この〈構想〉とは単なる想像や空想の意味をこえて、現勢的な構成的知覚に 
	 	 際していつでも一緒に働いているものなのだ。47 
 























	 	 	 	 私には、舞台上の動きや光景が音楽の一部になっている作品があるが、1970 年代初頭から、 
	 	 	 私はそれぞれについて、舞台上の動きや光景はもはや二次的な要素ではないと考えていた。た 
	 	 	 しかに、目を閉じて、音楽が純粋に音響的な現象であるかのように認識することも出来るが、 
	 	 	 コンサートの最中には、人は音楽を見るし、音楽を目で読む。音楽は身振りでもあるのだ。あ 
	 	 	 る響きのプロセスは、その響きのプロセスを作ることのできる身振りを見れば、とてもよくわ 
	 	 	 かる。ある身振りをとおして、響きのプロセスをしっかりと把握させることが出来る。この意 
	 	 	 味で、私は全面的に舞台的な――企画するたびに新しい――音楽を発展させようとしている。 
	 	 	 この音楽は、すべてが音楽的な知性と感受性において結合しているので、聴きつつ見ることが 
	 	 	 可能である。したがってこの時、あるのは「全」だけである。私たちの 2 つの知覚、視覚と聴 
 54 




























                                                   
48ジャン＝イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く 88 のキーワード 12 音技法からミクスト作品まで』栗原詩子訳, 音楽の
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譜例 8.《Match》冒頭 3 小節：チェロパート（リムショットでの音のやりとり） 
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譜例 10.《Match》I（1 小節前より）：カスタネットの登場 
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譜例 18.《Match》C’（1 小節後）：4 回目のアインザッツ（無視される） 
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譜例 19.《Match》D’：5 回目のアインザッツのやりとり（チェロ同士） 
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譜例 21.《Match》H’（1 小節目）：7 回目のアインザッツ（打楽器奏者→チェロ奏者→チェロ奏者同士） 
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